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大学４年間の機会費用はどれくらい？

※参考数値：学費約120万円/年（日本学生支援機構の平成24年度学生生活調査結果（PDF）の1‐1表の平均欄の学費小計）＋高校卒業後
平均初任給約150万円/年（厚生労働省「賃金構造基本統計調査（初任給）」の「平成24年賃金構造基本統計調査結果（初任給）の概況」）

① 100万円 ② 400万円

③ 600万円 ④ 1,000万円



年々増加する奨学金受給者 日本学生支援機構の貸与型奨学金の例

※文部科学省「所得連動返還型奨学金制度有識者会議（第6回）配付資料」の参考資料4のスライド3枚目をもとに作成。



一定数存在する延滞者 日本学生支援機構の貸与型奨学金の例

※文部科学省「所得連動返還型奨学金制度有識者会議（第6回）配付資料」の参考資料4のスライド4枚目をもとに作成。



私たち大学生の進学理由
Q.なぜ大学に進学しようと考えましたか？ アンケート結果

神奈川県立高校の３年生

約４０％が「就職のため」、約３０％が「大学に行くのが普通だから」
約１０％が「なんとなく」という理由で大学に進学している！

学習院大学の学部１～４年生



今こそ、問い直したい

①大学で学ぶとはどういうことなのか？

②働くとはどういうことなのか？



ギャップイヤーを応用した

デモワーク型奨学金の創設
第12回 日銀グランプリ 決勝大会

2016.12.03.Sat
学習院大学経済学部３年

薄井俊介・今野裕莉香・長谷川梨沙・平川悠貴
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提言

「デモワーク型奨学金事業」の概要、具体的な展開例

1.



提言要約

問題意識

大学進学の価値の認識不足&奨学金延滞

提案内容

ギャップイヤーを応用したデモワーク型奨学金の創設

期待される効果

大学生の意識の向上&奨学金の返済負担軽減
参加企業の知名度上昇&ＣＳＲ



そもそもギャップイヤーとは？

約１年間



オーストラリアの例

参照 国立職業教育研究センター（NCVER）の調査結果： http://www.ncver.edu.au/publications/2496.html 

１０年で倍増している



参照 シドニー大学 アンドレ―・マーティン教授 2010年 世界教育心理学会の査読論文

①就学後のモチベーション
②企画力
③忍耐力
④適応力
➄時間管理能力

オーストラリアの例

ギャップイヤー経験大学生＞未経験大学生



デモワーク型奨学金事業の概要
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POINT① デモワーク先の検討

現行制度とここが違う！

POINT② デモワーク先とのマッチング

POINT③ 1年間デモワークに専念

奨学金の採用決定後

大学へ通い始める（奨学金の受給開始）



募集

Webサイトで受給者を募集
コンテンツを充実

（1）制度説明
（2）デモワーク先のマッチング検索機能
（3）デモワーク先の紹介ページ
（4）オンライン上での説明会開催

（インターネット視聴）
（5）返済シミュレーション機能 など



デモワーク型
奨学金の
ＨＰ画像例



デモワーク型
奨学金の
ＨＰ画像例



デモワーク型
奨学金の
ＨＰ画像例



Webサイトから申し込み
必要事項を入力

（1）顔写真
（2）個人情報、口座情報、保証人情報
（3）高校の成績
（4）課外活動
（5）自己ＰＲ
（6）希望職種、希望デモワーク先（第３希望の企業名まで）

申し込み

POINT① デモワーク先の検討



審査→採用決定→

 貸与審査後、
学生の希望デモワーク先と
マッチング

 デモワークを受け入れる企業は
面接などで選考し、採用
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POINT② デモワーク先とのマッチング



マッチング後→
POINT③ 1年間デモワーク（就労体験）に専念

※評価シート例 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

出勤態度 5 5 4 5 3
仕事の評価 2 3 4 4 4
周囲との人間関係 4 4 5 5 4
積極性 2 4 1 3 5
etc

 学生は給料を得ながら働く
 企業は学生を５段階評価

 評価基準は勤務態度（性格）を重視（グラミン銀行を参考に）

 評価の高い学生には、ボーナス（給付型奨学金）



デモワーク後

デモワーク後

卒業（返済開始）

POINT④ 在学中のフォローアップ

POINT⑤ デモワーク先への就職も可能

POINT⑥ レビューを書いてもらう



在学中の
フォローアップ

デモワーク後

就職活動時

レビューを書く

 集会を開く
①大学生活のカウンセリング
②本制度を利用した先輩・後輩の交流による縦のつながり強化
③返済への意識喚起

 中だるみの防止

 デモワーク先への就職も可能とする

 デモワークをした感想、または本奨学金制度を利用した感想
などをレビュー

 Webで公開
 本事業の利用者増加につなげる
 参加した企業の知名度向上にもつなげる



デモワーク型奨学金事業の展開例 ＠東京都豊島区

※使用データ：①平成26年としまの統計の「高等学校の進路別卒業者数（平成25年～26年・各年5月1日」の
「豊島区産業大分類、従業者規模（10区分）別事業所数及び従業者数（平成18年10月1日）」、
②日本学生支援機構の「「平成26年度学生生活調査」結果の概要」のp.8「平成26年度の大学学部（昼間部）
の奨学金受給状況」、③作成者によるアンケートの結果

19,547社

豊島区の
中小企業参加見込

中小企業（19,547社）中
約2.3％にご参加いただく

457社

豊島区の
利用学生見込

457人
2,692人

大学進学予定（2,692人）中
約17％が利用見込み

※豊島区統計データ、日本学生支援機構の資料、アンケート結果を利用して算出
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事業による効果
大学生と参加企業双方へのメリット

2.



（１）大学生への効果

１年間のデモワーク

①「学業」への意識を高める
②「就業意識」向上
③奨学金の安易な「借り過ぎ」抑制
④返済負担の軽減

大学に行くためのお金を稼ぐ大変さを実感

学生の意識向上 & 延滞者の抑制



（１）大学生への効果・・・④返済負担の軽減

奨学金総額
（実際に返済する奨学金額）

月々の返済額

10年返済 20年返済

従来 355万円（355万円） 29,500円/月 14,790円/月

提言 355万円（355－54＝301万円） 25,083円/月 12,542円/月

 日本学生支援機構の貸与型奨学金：大学4年間の平均受給額355万円/人※①、複利0.1％
 例えば、1年間のデモワークで給料（158万円※②）を得る。
 104万円※③を生活費に充て、残り54万円を学費に充てる。

※① 平成24年5月の「資料4（独）日本学生支援機構（JASSO）奨学金貸与事業の概要（PDF）」の「奨学金貸与事業の概要（平均24年度予
算）」のスライドより、1年間の1人あたりの受給額は88.8万円（有利子奨学金事業における事業費（8496億円）÷貸与人員（95万6千人））。
88.8万円×4年より算出。
※② 厚生労働省「賃金構造基本統計調査（初任給）」の「平成24年度賃金構造基本統計調査結果（初任給）の概要：1 学歴別にみた初
任給」の高校卒業後初任給より引用。
※③ 日本学生支援機構の「平成26年度学生生活調査結果（PDF）」の1‐1表の「下宿、アパート、その他」の生活費の平均値より

月々の返済額の負担を軽減
約5,000円（10年）、約2,000円（20年）



（２）受け入れ企業への効果

知名度向上

デモワークのＨＰを見て

デモワーク先を検討する

実際に働く
デモワーク後の

レビュー



（２）受け入れ企業への効果・・・就職のミスマッチ解消

全国の中小企業への就職がより身近に

⇒Ｕターン就職につながりやすくなる

あるいは・・・
地方の大学生が上京する前に、一度地方の中小企業で働く

理解が深まり、
ミスマッチ解消
大手志向の緩和



（２）受け入れ企業への効果・・・新しいＣＳＲ活動

「企業全体」という大規模で取り組む
新たな形の「ＣＳＲ事業」に

 近年、企業のＣＳＲ（社会的責任）に対する取り組みが重要視される
 ＥＳＧ投資など、資金調達や運用においても重要な観点となっている
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問題点と解決策
１年遅れへの抵抗感、デモワーク中の扱い、

事業運営の主体

3.



問題点① 「１年遅れ」に対する抵抗感
 神奈川県立高校の3年生と学習院大学学部１～４年生へのアンケート結果
 ギャップイヤーについて説明した後、

『あなたは「ギャップイヤー」を利用してみたいですか？』と尋ねたところ・・・

デモワーク事業のメリットを
学生に積極的に広報することで対応可能

神奈川県立高校の３年生 学習院大学の学部１～４年生



問題点② デモワーク中の大学での扱い

問題点③ デモワーク事業運営主体をどこにするか

様々な大学と連携

デモワーク中は休学扱い
休学費を免除

サイト運営の立ち上げ

奨学金事業のWebサイトを利用
（デモワーク経験者がボランティアで
サイト運営のサポート）
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まとめ
デモワーク型奨学金事業に寄せる期待

4.



提言要約

問題意識

大学進学の価値の認識不足&奨学金延滞

提案内容

ギャップイヤーを応用したデモワーク型奨学金の創設

期待される効果

大学生の意識の向上&奨学金の返済負担軽減
参加企業の知名度上昇&ＣＳＲ



提言への期待
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ご清聴ありがとうございました！

ギャップイヤーを応用したデモワーク型奨学金の創設
第12回 日銀グランプリ 決勝大会
2016.12.03.Sat
学習院大学経済学部３年

薄井俊介・今野裕莉香・長谷川梨沙・平川悠貴


